
衝撃の ChatGPTの一般公開

2022 年 11 月 30 日、ChatGPT が一般公開され、驚異的な速度で利用者を増やしまし

た。その成長速度は、過去のあらゆるサービスの中で史上最速とされています。 

このChatGPTをはじめとする生成AIによる世界的な改革・革命は、実はまだ始まったばか

りで、おそらく生成 AI の進化は今後ますます加速するでしょう。今は、ChatGPT など、特定の

生成 AIツールとして活用していますが、すでに Canvaや Padled等の協働学習アプリやオン

ライン会議に使用する Zoom にも生成 AI 機能が追加されています。今後は、様々なソフトウェ

アに生成 AI機能が搭載され、もっと身近な存在となるでしょう。そして、誰もが「生成 AIを使っ

ている」という意識をせずとも生成 AIを使う、そんな時代が近い将来訪れます。 

 だからこそ、つくば市は、情報モラルを含む情報活用能力を育てる教育活動を一層充実させ、

使いこなすための力を意識的に育み、必要な資質・能力の向上を図っていきたいと考えます。

本市の教育大綱に掲げる「一人ひとりが幸せな人生を送ること」という教育理念を実現させる

ためにも、教育活動は、児童生徒が世界で活躍できる 10 年先、20 年先を見据えたものであ

るべきだと考えています。では、つくば市では、どのように生成AIと向き合っていくのでしょうか。 

本市では、生成AIの性質や限界、長所や短所を考える授業を５年生から９年生の全児童生

徒を対象に実施しています。生成AIを正しく理解し、体験を通して、デジタル技術と共存しなが

ら様々な社会問題を解決し、よりよい未来を創る児童生徒の育成を目指していきます。 

つくば市の教育活動における生成 AIの利用について 
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教育活動で利用するときは 

生成 AI を教育活動（授業）で用いる前に、「教育活動における生成 AI の利用について」の

リーフレットを配布（クラウド上で配信）し、①年齢制限や利用規約の遵守について、②個人情

報の取り扱いについて、③著作権について、を児童生徒と共に確認をしてください。その上で、

教育活動で体験させたり、経験・活用させたりしていきましょう。生成 AIの性質や限界、長所や

短所は、数回の授業で理解できるものではありません。教育活動の中で繰り返し生成 AI を体

験しながら、折に触れて、それらに気付いていけるよう支援していきましょう。 

利用できる生成 AIアプリについて 

生成ＡＩの学校での教育活動における利用に当たっては、必ず利用する生成ＡＩサービスの

利用規約に従ってください。

つくば市では、教員向けに開

発された「copilot」が校務

用端末で利用できます。

copilot は、ChatGPT の最

新バージョンである GPT-4

と連携しています。さらに、チ

ャットで入力したデータや出

力したデータは保護されてお

り、外部に漏れることはありま

せん。 
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その他の活用できる生成 AIアプリや機能 

アプリ名 活用できる機能 

ChatGPT 文章生成 AI 
・会話（対話・相談・議論等）
・文章作成（レポート作成・要約・分類・比較等）
・表やグラフ作成（一覧表・比較表、表からグラフ作成等）
・文章校正（添削・評価・助言等）
・プログラミング（コード作成）
・創作（小説や詩、歌詞等）
※１３歳以上の保護者同意を得た生徒が利用可能

※音声でのやりとりや対話のダウンロードも可能

Canva 文章生成 AI、画像生成 AI、音楽生成 AI等 

※１３歳以上の保護者同意を得た生徒が利用可能

Padled 画像生成 AI 

なお、本書は、202４年 12月に執筆しています。ChatGPTを含む多くの生成 AIは、その開

発と進化の速度が非常に速いという特徴があります。これまでなかった新たな機能が追加され

たり、大きな変更が生じたり、今後新たな進展が必ずあるはずです。最新の情報は、必ず使用

前に利用規約を御確認ください。 
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教育活動での実践事例【校務編】 

・書類のたたき台を作成したいとき

・作成した文章を校正したいとき

・アンケートを分析したいとき

アンケート結果の分析では、選択肢のデータ処理は比較的簡単ですが、自由記述の整理は

大変です。生成 AIを使えば、結果の整理分析はもちろん、問題点の改善案も提示してくれます。 

「検索ツール」ではなく 
「優秀な秘書」である！ 

相談相手になる！

ただし、「答え」ではなく「意見」である

 
プロンプトは、 
「役割・目的・条件」

が基本！ 

 
一覧表の作成は得意！ 
要約も得意！
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教育活動での実践事例【授業編】 

・発表原稿を評価・アドバイスしてほしいとき

・新たなアイディア（意見または反論）を出してほしいとき

・自分のレベルに合わせて、英会話練習をしたいとき

 
出力形式を指定する！ 
例）○文字以内で、○個挙げて 
一覧表形式で等 

 
ただし、「答え」ではなく「意見」である

 
プロンプトは、 
「役割・目的・条件」

が基本！ 
役割を与えることで、英会話のレベルを 
設定できる。 
例）小学生、大人、プロ教師、○級取得等 
音声でのやりとり可能 
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参考資料 

①生成 AI利用に関するガイドライン ②生成 AI研修資料
出典：文部科学省/2023.7.4 発布：つくば市/2023.7.6

③生成 AIに関する教員向け研修動画
出典：文部科学省/2023.9

1 生成 AIの基礎と教育における活用可能性 

2 教育活動・教務で活用できるプロンプト紹介 

3 生成 AIを活用する上での基本的な考え方 情報活用能力の育成 

4 技術の進化は教育に何をもたらすのか 

5 教育における生成 AIの可能性 

④Microsoft社提供スライド
SoftBank社提供スライド
発布：2023.7

資料のデータは、 
教育局ライブラリ２６ 
または、つくば市教育局
総合教育研究所 HP 
からアクセスして下さい 
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情報モラル① 「AIって何だろう？」（5～9年生） 
～生成AIを体験し、生成AIについて知ろう～ 

本時の目標 
生成系ＡＩの活用を通して、ＡＩの特徴を理解し、自分なりに活用方法や取り入れ方、
付き合い方を考えることができる。 

本時で育成する 
情報活用能力 

情報技術の必要性と、果たす役割や影響について考え、情報技術をどのように活用す
ることが必要かを理解することができる。 

学習活動と問い 写真及び留意点 

導
入

１．アンケートの共有 
・ＡＩって何だろう？という疑問を共有
し、事前アンケート結果を提示する。

・事前に、①ＡＩを知っていますか？②ＡＩとは何で
すか？というアンケート調査をして、グラフにして
おく。

展
開
１

２．生成系ＡＩの紹介 

・条件を言語化することで、ＡＩが絵画を
描いてくれることを確認する。必要に応
じて絵画を作成する動画を紹介する。

・生成系ＡＩで作成された絵画（コンテス
トで優勝した絵画(※参考絵画１)や自分
のリクエストで生成した絵画(参考絵画
２)等）を紹介する。

参考絵画１：ＡＩを使って制作された「宇宙のオペラ劇場」 

参考絵画２：「かわいい 子猫 こちらを見て
いる スコティッシュフォールド １匹」を条
件に生成した絵画 

展
開
２

３．生成系ＡＩの活用 

・実際に大型ＴＶ上で、生成ＡＩ（copilot）を活用

して児童生徒が求める絵画を生成する様子を体験

する。

・はじめは、求めているイメージの絵画や対話を生成
できるように言語化し、後半に、情報不足の絵画を
紹介することにより、ＡＩには、できることとでき
ないことがあるということに気付くようにしたい。

展
開
３

４．生成ＡＩ（ChatGPT）の活用 

・実際に大型ＴＶ上でＡＩ（ChatGPT）を活用して児

童生徒が求める対話を生成する様子を体験する。

・まるで人と Chatしているかのように、自然な対話が
できることを共有する。

・投げかけた質問に対して、誤回答や不適切な回答が
あることも共有したい。

ま
と
め

５．学習のまとめと振り返り 
・生成ＡＩとは何か、気が付いたことをま
とめる。【UNIT１】

・新たな疑問やさらに知りたいことを自分
の言葉でまとめる。

・生成ＡＩについて気が付いたことをまとめ共有する。 
・本時の学びを振り返り、新たに気がついたことや新
たな疑問をまとめたり、これからの生活にＡＩをど
のように取り入れたりしたいか等について振り返る
ことができるようにしたい。

学習課題 「ＡＩって何だろう？」 
～ＡＩの特徴を理解しよう～ 

【予想される反応】 
①よく知っている・知っている・あまり知らない・全く
知らない
②多くの情報をもっている・記憶力がよい・文章を書く
ことが得意・作業が早い・正しい情報を教えてくれる・
当てにならない等

https://copilot.microsoft.com/chats/ksqupWGCkUBZspejp5GGA 

https://globe.asahi.com/article/14751645 

https://youtu.be/nvGYqGsST6w 

42

https://globe.asahi.com/article/14751645
https://youtu.be/nvGYqGsST6w


 情報モラル② 「ChatGPT何ができる？」（5～9年生） 
～メリットとデメリットを整理して、活用について考えよう～ 

本時の目標 
ＣｈａｔＧＰＴを用いて物語文の要約をする体験を通して、ＣｈａｔＧＰＴの特徴を
理解し、自分なりに活用方法や取り入れ方、付き合い方を考えることができる。 

本時で育成する 
情報活用能力 

情報技術の必要性と、果たす役割や影響について考え、情報技術をどのように活用す
ることが必要かを理解することができる。 

学習活動と問い 写真及び留意点 

導
入

１．前時の振り返り 
・画像生成ＡＩにできることとできないこ
とがあった前時を振り返って、本時は、Ｃ
ｈａｔＧＰＴにできること、できないこ
とを考えることを確認する。

・ＣｈａｔＧＰＴとは、人工知能（ＡＩ）による自動応
答システム（チャットサービス）であり、質問を投げ
かけると、まるで人間のように自然な回答を生成す
ることができる。 

・ＣｈａｔＧＰＴにできることを提示する。
(1)自然な会話（対話・相談・議論）
(2)文章作成（レポート作成・要約・分類・比較）
(3)文章の校正・添削・評価
(4)プログラミング（コード作成）
(5)創作（小説や詩、歌詞など）

→良き相談相手・秘書になる？

展
開
１

３．ＣｈａｔＧＰＴの活用 

・ＣｈａｔＧＰＴに、「（多くの児童が未読の物語）」

の物語を要約してもらい、その生成物を大型ＴＶ

に提示する。

・「最近学習した物語」の要約をしてもらい、その生

成物を提示する。 

・「  」は、本学級の多くの児童は、読んだこと
がなく、ＣｈａｔＧＰＴが生成した要約を一見した
だけでは、要約の間違いには気付くことができない
が、「    」は、○月に国語の授業で学習した物
語であり、ＣｈａｔＧＰＴの要約を読むと、間違っ
た解釈があることに気が付くことができるようにす
る。 

展
開
３

４．ＣｈａｔＧＰＴの特徴についての考察 
・ＣｈａｔＧＰＴの特徴（メリット・デメリ 
ット）についてグループで考え、意見を共 
有する。【UNIT２】 

・グループごとに共有アプリ（スタディノートや
PowerPoint、Excel、ホワイトボード機能等）を活用
し、ＣｈａｔＧＰＴについての理解を深めさせたい。 

ま
と
め

５．学習の振り返り 
・ ＡＩ技術に触れることで、今後生活の中

でどのように活用すればよいか考える。
【UNIT３】

・本時の学びを振り返り、これからの生活にＣｈａｔ
ＧＰＴをどのように取り入れたりしたいか、また、
どのようなことに注意が必要なのか等について振り
返ることができるようにしたい。

学習課題 「ＣｈａｔＧＰＴで何ができ
る？」
～ＣｈａｔＧＰＴの特徴を理解すること
によって、自分なりに活用方法や取り入
れ方を考えよう～

【予想される振り返り】 

・意見を聞きたいときに使ってみたい。

・英会話をしてみたい。

・ＣｈａｔＧＰＴは、瞬時に文章を書けるが、その文章の内容が正しいとは限らない。

・自分が書いた文章ではないので、作文などには使わない方がいいと思う。

・正しいか判断できないから、自分が知らないことを聞くことには向いていない。

・ＣｈａｔＧＰＴが回答した内容が本当に正しいか考えることが重要

・頼りすぎてはいけない、自分で責任をもって判断することが大事

・個人情報や機密情報を入力してはいけない。
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生成ＡＩ×プログラミング 「ＡＩロボットと英会話練習」（中学生/３時間） 

～Small Talk２ 即興で英会話をしよう～ 

本単元の目標 
ＡＩロボットや友達との英会話を通し、事実や自分の考え、気持ちなどを、簡単な語句や
文を用いて伝えたり、相手からの質問に即興的に答えたりすることを楽しむことができる。 

本時で育成する 
情報活用能力 

生成ＡＩ（ChatGPT）のプロンプトに、「役割・目的・条件」を入力することにより、意図
した応答が生成されることを理解することができる。 

学習活動と問い 写真及び留意点 

導
入

１．学習課題を設定する 
・本単元の目指すゴール

ＡＩロボットを活用して英会話の練習を
し、即興的な英会話ができるようになる。

・これまでに学習した英語表現（好きなもの、将来の夢
等）を活用して、即興的に英会話ができるようになる
ために、ＡＩロボットを活用することを説明する。 

・英会話がスムーズになる便利な表現「魔法のフレー
ズ」を確認し、英会話で困ったときでも、積極的に英
語で聞き返すことができるようにする。

展
開
１

２．ＡＩロボットを誕生させる 
・ChatGPTを Robo Blocks で Pepper と API

連携させ、ＡＩロボットを設定する順序
を確認し、オリジナルのＡＩロボットを
設定する。

・プログラミングにできること（速度の設定、音の高
さ設定、決められた質問に対して決まった回答をす
る、ランダムで質問をする=正確な指示があると、そ
の機能を発揮する）と、ChatGPT にできること（相手
に役割を与えることで、英会話の難易度を指定する
ことができる、決められた回答だけでなく対話を通
して応答を生成することができる、よりクリエイテ
ィブな英会話を即興的に楽しめる=対話を通して回
答を生成する）の双方のメリットを融合させること
で、これまで実現できなかった「自分だけのＡＩロ
ボット」を誕生させ、英会話への興味を高めるとと
もに、コミュニケーションを図る資質・能力を向上
させたい。

展
開
２

３．ＡＩロボットと英会話を行う 

・自作したＡＩロボットと英会話を行う。必要に応じ 

て、スピードやレベルを変更する。 

・英会話で応答に困ったときは、魔法のフレーズを活

用したり、学習者用端末で生成ＡＩ（ＣｈａｔＧＰ

Ｔ）や翻訳機能等を活用したりする。 

展
開
３

４．学級内で英会話を楽しむ 

・２人ペアになり、Small Talkを行う。 

・学習のまとめを行う。  

評 事実や自分の考え、気持ちなどを、簡単な語句や文 
を用いて伝えたり、相手からの質問に答えたりす 
ることができる。 

ま
と
め

５．学習の振り返りを行う 
・生成ＡＩやプログラミングの「良さ」はど 
んな点か、生成ＡＩを使うときの「コツ」 
は何か等、気が付いたことをまとめる。 

・本単元の学びを振り返り、新たに気がついたことや
新たな疑問をまとめたり、これからの生活にＡＩを
どのように取り入れたりしたいか等について振り返
ることができるようにしたい。

学習課題 例）これまで学習した英語表
現を活用して、即興的に英会話をしよう。 

【AI ロボットを活用するメリット】 
・英会話の難易度（レベル１～３）指定可能
・英会話の速度（スピード１～５）指定可能
・英会話の声の高さ（１～５）指定可能
・自分だけの AI ロボットと自分のペースで英会話可能
・自分の興味関心のあるテーマで英会話可能

【魔法のフレーズ】 
・もう少し簡単に表現してほしいとき
・もう一度話してほしいとき
・もっと詳しく教えてほしいとき
・英語でのあいづち
・相手の発言を繰り返す方法

【期待される学習効果】 
・学習者が発した言葉が文字として残ることにより、発
音を意識した英会話につなげられる。

・自分のペースで、何度でも、英会話ができる。
・難しいときは魔法のフレーズを活用して、理解できる
までやりとりができる。

・ＡＩロボットとの英会話を自信につなげ、友達との英
会話を楽しむことができる。 
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生成AIを活用して原稿を推敲しよう （国語/全学年可） 

～プレゼンの原稿をブラッシュアップさせよう！～ 

本単元の目標 
自分の文章の書いた文章を推敲することに関心もち、相手や目的に応じた、効果的な
文章の構成や表現の工夫について自分なりに考え、文章を推敲することができる。 

本時で育成する 
情報活用能力 

生成ＡＩ（ChatGPT）との対話を通して、生成ＡＩの出力を理解し、新たな指示やフ
ィードバックを与え、生成ＡＩから的確な情報を引き出すことができる。 

学習活動と問い 写真及び留意点 

導
入

１．生成ＡＩにできることを確認する 
・文章生成は、対話のやりとりだけでなく、
対話の内容によっては、相談や議論もできる他、レ
ポート作成や要約、一覧表作成等も可能であること
を確認する。

・本字は、原稿を推敲するために、生成ＡＩに評価と
助言をもらうことを確認する。

・必要に応じて、要約や一覧表作成等の生成Ａ
Ｉを演示するなどして、生成ＡＩへの理解を
深める。

・本時は、プレゼンテーションの原稿を、生成
ＡＩに送って、評価（良い点を具体的に称賛
してもらう）と、改善策（もう少し表現を工
夫するとよりよくなる点を具体的にアドバイ
スしてもらう）をもらうことで、自分の原稿
をよりよくするためのヒントとし、原稿を推
敲することを確認したい。

展
開
１

２．生成ＡＩに、原稿を評価・助言をしてもらう 
・ChatGPT等の生成ＡＩに、各自が書いたプレゼン
テーションの原稿をコピーして、
良い点や改善点をアドバイスしてもらう。

・保護者の承諾を得ている８・９年生であれば、
各自が作業を進めることができるが、利用対
象年齢より小さい学年・年齢の児童生徒は、
Teams 等を活用して、教員に原稿データを共
有することによって、教員がその作業を行い、
フィードバックすることも可能。

・応答が難しかった場合には、「○文字以内で回
答してください。」と制限を設けたり、「もう
少し簡潔に教えてください。」と依頼したりす
ることにより、よりわかりやすいアドバイス
をもらうこともできる。 

・さらに、より具体的なアドバイスがほしいと
きは、「○○○とアドバイスをもらいました
が、具体的には、どのように修正すると良い
と思いますか？」「修正案を３例文生成してく
ださい。」等と対話を繰り返していくことで、
より考えを深めていくことができる。

展
開
２

３．原稿を推敲する  

・生成ＡＩや友達のアドバイスをヒントに、自分で考え、原稿 

をよりよいものに推敲する。 

・特に、学級内での対話では、原稿の内容だけでなく、目
線・話す速さ・表情・声の大きさ・ジェスチャー等もア
ドバイスし合うとよいことを伝える。

評 相手や目的に応じた、効果的な文章の構成
や表現の工夫について考え、文章を推敲す 
ることができる。 

ま
と
め

４．学習の振り返りを行う 
・生成ＡＩの「良さ」はどんな点か、生成ＡＩを使
うときの「コツ」は何か等、気が付いたことをま
とめる。

・新たな疑問やさらに知りたいことを自分の言葉
でまとめる。

・本単元の学びを振り返り、新たに気がついた
ことや新たな疑問をまとめたり、これからの
生活にＡＩをどのように取り入れたりしたい
か等について振り返ることができるようにし
たい。

学習課題 例）生成ＡＩにアドバイスをもらい、
自分の原稿を推敲しよう。 

・文と文のつながり（接続詞）
・文章の長さ（長すぎる文はないか）
・具体的な例示（具体例がわかりやすいか）
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校務における生成 AI活用事例 

・文書作成資料作成のたたき台

・アイディア出し

・ルーブリック案作成

・アンケートや会議の要約・分析

・授業資料作成（課題作成、問題作成）

授業における活用事例 

【教員による活用】 
・copilot

・ChatGPT

・Canva

・Padled

・SunoAI

授業における活用事例 

【児童生徒による活用】 
・ChatGPT

・Canva

・Teams

・みんなで生成 AI コース

・スクール AI

生成 AI活用事例 

【令和５年度 リーディング DXスクール事業 

生成 AIパイロット校による事例】 

初等中等教育段階における生成 AIの利活用に関するガイドライン 

【概要】       【概要資料】   【ガイドライン本体】 

生成 AI活用事例集 
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